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１．目  的 

 平成 3 年に京都府丹後半島で発生したナラ枯れは、カシノナガキクイムシが媒介する菌

によるブナ科樹木の伝染病である。罹患した木からは本種の新成虫が多数分散し、半径 2km

～数 km の範囲に拡がるとされる。 

 平成 21 年の夏に、大阪府の高槻市梶原地内でナラ枯れ被害が見つかり、同年度に被害木

の伐倒くん蒸処理を行った。その処理地を中心に、新たに被害が見つかった山林とあわせ

て林分調査等を行い、大阪府におけるナラ枯れ被害の状況把握と今後の府内における被害

の拡大の可能性の予測を行う。 

 

２．方 法 

(1)ナラ枯れの発生した高槻市、島本町、枚方市、府民の森ほしだ園地で穿入孔や排出さ

れた木屑から甲虫を採取し森林総研関西支所に同定を依頼し、被害原因を特定した。 

(2)高槻市梶原地内の抽出林分および、ほしだ園地の被害木周辺林分において、径級構成

とカシノナガキクイムシによる穿入孔及び葉枯れの有無などの被害状況を調査した。 

(3) 平成 21 年 度 に 京 都 府 が 撮 影 し た ヘ リ か ら の 写 真 （ 斜 め 写 真 ） と 今 年 度 当

研 究 所 で 撮 影 し た 垂 直 写 真 に よ り 、 被 害 の 拡 大 状 況 を 調 査 し た 。  
   

３．結果および考察 

(1)採取甲虫を同定した結果、採取地のすべてからカシノナガキクイムシが見つかった。

大阪府におけるナラ枯れ被害は、高槻市梶原地内で拡大傾向にあり、新たに同市日吉

台、枚方市尊延寺で激しい被害が見つかった。一方、ほしだ園地地内でわずかではあ

るが被害があった。被害状況から、ほしだ園地の被害は今年度が初めての被害であっ

たのに対し、あとの２市では、以前から被害が発生していたことが疑われた。 

(2)梶原地内では、胸高直径 15cm 以上のナラ類に穿入孔が見られ、径級ごとの穿入率は

径級の大きなものほど高かった。ほしだ園地内のナラ類の径級構成から、被害が定着

すればほとんどのナラ類が穿入を受ける可能性があることがわかった。 

(3) 平成 21 年 度 に 撮 影 さ れ た 斜 め 写 真 を 見 る と 、 高槻市梶原地内以 外 に も 単 木

の 枯 れ 木 が 広 範 囲 に み ら れ た 。平成 21 年度に駆除処理が行われた高槻市梶原地内

は、平成 22 年度にも引き続きナラ枯れ被害が見られ、しかも面積が拡大した。カシノ

ナガキクイムシは、皆伐などにより日光量が増えた林分内に集まる傾向があるとされ、

見落とされた被害木 か ら 発 生 し た 新 成 虫 が 、 周 囲 に 広 が り な が ら 、 伐 倒 処 理

地 に 集 中 し た 可 能 性 が あ る 。  




